
 

 

様式第25号 

 年 度 評 価 シ ー ト  

課名    こども未来課       

施設の名称 城東子育て支援センター 指定管理者名  

特定非営利活動法人 なのはな 

１ 履行状況 

（1）目標達成 

ア 利用者満足度 

目標値 95％（令和９年度末時点）、実績値 99.6％（前年度 99.7％）、 

達成率 104.8％（前年度比 99.9％） 

イ 利用者数 

目標値 24,500 人（令和９年度末時点）、実績値 22,080 人（前年度 22,709 人）、

達成率 90.12％（前年度比 97.23％） 

【参考】令和元年度（コロナ前）実績値 20,118 人 

 

（２）施設利用状況 

・利用者数 22,080 人（前年度 22,709 人） 

・相談件数  2,076 件（前年度 1,997件） 

 

（３）人員配置状況 

  正規職員１人、非常勤職員３人、パート職員２人 

仕様書に基づき、常時２名以上の育児・保育に関する相談指導等について相当

の知識及び経験を有するものを配置しており、うち１名は施設長として配置して

いる。なお、保育士に加え臨床発達心理士、心理カウンセラーを各１名配置（各週

２～３日）し、心理発達相談に対応している。 

 

（４）業務実施状況 

  静岡市子育て支援センター条例第３条に規定する各種事業について、業務仕様書

及び事業計画書に従って実施されている。 

主な事業は以下のとおり。 

  毎日実施：親子遊びと絵本の読み聞かせ、ランチタイム食事を通した交流 

  毎月実施：避難訓練、ハピママキッズのお話会、こころとからだの発達講座 

  その他 ：井戸端会議、バイオリンコンサート等 

  

（５）地域との連携事業、職員研修等 

  主な事業は以下のとおり。 

  ア 城東保健福祉センターとの連携 

    ・マタニティ教室後の施設見学受け入れ 

    ・母子手帳説明後の見学受け入れ（随時）等 



 

 

  イ 地域との連携 

    ・子育て支援センターまつり（静岡中央子育て支援センターと共催） 

     ・おいでよ城東（静岡市地域福祉交流プラザと共催） 

・季節の会（こいのぼり、七夕、クリスマス、節分、ひな祭り） 

    ・小学生福祉エリア見学、夏休み福祉体験受入れ（地区社協連携） 

    ・静岡県立短期大学部歯科衛生学科の学生ボランティアの受け入れ 

    ・常葉短期大学保育科・看護学科・心理学科学生見学受け入れ 

    ・ボランティアの受け入れ（随時） 

    ・中央ブロック子育て支援連絡会の開催等 

  ウ 職員研修 

    ・中央ブロック子育て支援連絡会研修 

    ・子育て支援センター職員研修会等 

    ・法人内保育研修会 

     ・外部研修会等（助産師会南北関東地区研修会(助産師会)、研究論文から読

み解く子育て（だっことおんぶ研究所）等） 

 

【検証・分析等】  

実施体制は適切であり、子育てに関する交流事業、相談事業、情報の収集や提供など

について、事業計画に従って適切に行われている。 

子育てに関する講座等、魅力ある事業が展開されている。 

また、地域の子育て支援機関と連携を図り、地域全体の子育て支援の充実へとつな

げている。特に、マタニティ教室や母子手帳の交付に城東保健福祉センターを訪れた

妊娠期の方を対象に子育て支援センターの紹介を行う等、保健福祉センターと連携し、

妊娠期からの切れ目のない支援を図っている。地域のこども園、保育園、児童委員、保

健福祉センター等との連携を深めることを目的とした連絡会（中央ブロック子育て支

援連絡会）を年２回実施している。ボランティアの受け入れも行い、地域との交流を図

り、地域全体の子育て支援の充実へとつなげている。 

 

【確認結果】 

○：協定書等の内容が適正に履行されている。 

 

２ 市民（利用者）からの意見・要望の内容とその対応状況の評価（クレーム対応 等） 

【具体的な意見・要望の内容と対応状況】 

 特に意見、クレーム等はなかった。 

【検証・分析等】 

特に意見等はないが、利用者の意見にすぐに対応できるように、指定管理者が管理

する他施設（小規模保育園・発達支援事業）と連携し検討するなど、良好な体制がとら

れている。 

【確認結果】 

○：適切に対応し、改善すべき事項は対応済み、又は改善に向けて作業中である。 

 

 



 

 

３ 市民（利用者）へのアンケートや満足度調査の状況評価 

（１） 利用者満足度調査 

 施設利用者の満足度及び施設への希望・要望を調査することを目的に、利用者

を対象にアンケート調査を実施した。 

【調査結果】 

 回答者数：121件、「非常に満足」「おおむね満足」と回答した割合 

① 施設の設備           98.4％（前年度100.0％） 

② 職員の応対          100.0％（前年度100.0％） 

③ おもちゃなどのあそびの環境  100.0％（前年度96.8％） 

④ 講座・イベントの内容     100.0％（前年度100.0％） 

 

【検証・分析等】 

４項目の平均値で算出した満足度は 99.6％（前年度 99.2％）であり、目標値である

満足度 95％を大きく超えたことは高く評価できる。すべての項目が高い水準であり、

良好な評価を得ている。 

【確認結果】 

○：調査の結果が概ね良好である。 

 

（２）市民アンケート 

【確認結果】 

 －：未実施 

 

（３）その他の調査 

【確認結果】 

 －：未実施 

 

４ 指定管理者の経理状況の評価 

【収支状況】 

指定管理業務の収支については、全体として適正に執行されている。 

一方で、人件費の上昇により、令和７年度は若干の赤字となっている。現在は、利用

者の多様なニーズに対応するため、支出の優先順位を整理し、適切な経理処理と効率

的な運営に努めている。引き続き、長期的に安定した運営のために、収支の改善に向け

た取組が期待される。 

 

【検証・分析等】 

今後とも効率的な運営に留意したうえで、より充実した事業実施のための予算執行

を望みたい。 

 

【確認結果】 

○：安定的な施設運営を行っており、また今後も継続できる見込みである。 

 

 



 

 

５ 総括的な評価（課題事項・指摘事項及びそれらの改善状況 など） 

前年度事務事故発生の有無 無 

前年度モニタリング調査における改善協議事項の有無 無 

 

【検証・分析等】 

 指定管理業務全般について、業務仕様書や事業計画書に従い良好に実施されてい

る。 

 事業全般については、保育士に加え臨床発達心理士・公認心理師・心理カウンセラ

ー等、多様な資格を持ったスタッフを配置し、フロアの何気ない相談にも応じる体制

をとっており、利用者目線に沿った対応を図っている。また、城東保健福祉センターや

地域の助産師・小児科医等と連携した事業を展開しており、近隣の施設や学校等とも

良好な関係を築いている点等が高く評価できる。 

 引き続き、発達支援事業の実施といった法人の強みを活かし、安心安全な子育て

支援環境の提供を継続していくことを期待したい。 

 

【評価結果】 

 ○：良好な管理運営であった。 

 

※事務事故が発生したとき及びモニタリング調査において改善に向けた協議があったと

きは、必ず改善状況を記載すること。 


